
６
年
連
続
首
位

群
馬
県
・（
有
）品
川
牧
場

―
令
和
６
年
次
　
都
府
県
登
録
頭
数
―

退
任
報
告
と
お
礼

審
査
委
員
　
　

大
西
　

信
雄

―
こ
の
た
び
、長
ら
く
日
本

ホ
ル
協
を
務
め
ら
れ
た
大
西

審
査
委
員
が
退
任
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。今
号
で
は

そ
の
職
務
を
終
え
る
に
当
た

り
、思
い
出
を
語
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

―
日
本
ホ
ル
協
に
入

会
し
た
当
時
の
こ
と
は

記
憶
に
あ
り
ま
す
か
。

―
登
録
シ
ス
テ
ム
が
全
く

異
な
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

―
そ
の
後
は
。

―
と
こ
ろ
で
、
日
本

ホ
ル
協
で
は
各
所
で
研

修
を
さ
れ
た
と
か
。

―
審
査
委
員
に

な
る
前
に
も
。

―
審
査
は
い
つ
か
ら
。


全
共
と
の
係
わ
り
は
。


共
進
会
で
も
。

―
前
回
の
北
海

道
全
共
で
は
。

―
楽
し
い
思
い
出
は
。


今
後
の
予
定
は
。


最
後
に
。
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令
和
６
年
１
月
～

月
に

都
府
県
で
血
統
登
録
さ
れ
た

雌
牛
に
つ
い
て
、
日
本
ホ
ル

協
の
会
員
別
に
登
録
頭
数
を

と
り
ま
と
め
た
。
都
府
県
で

昨
年
１
年
間
に
血
統
登
録
さ

れ
た
雌
牛
は
３
万
６
６
１
８

頭
で
前
年
よ
り
１
１
７
５
頭

の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
血
統

登
録
を
申
し
込
ん
だ
酪
農
家

戸
数
は
２
６
８
７
戸
で
前
年

よ
り
２
１
３
戸
減
少
し
、
酪

農
家
１
戸
あ
た
り
の
血
統
登

録
頭
数
は

・
６
頭
と
な
っ

た
。

　
表
１
に
は
最
近
８
年
間
の

登
録
頭
数
と
登
録
実
施
農
家

戸
数
の
推
移
を
示
し
た
。
酪

農
家
戸
数
は
依
然
と
し
て
減

少
傾
向
で
、
登
録
頭
数
も
令

和
元
年
を
ピ
ー
ク
に
下
り
坂

で
あ
る
。
１
戸
あ
た
り
の
登

録
頭
数
を
見
る
と
農
家
の
規

模
は
令
和
５
年
で
減
少
し
た

も
の
の
、
令
和
６
年
は
再
び

増
加
し
令
和
４
年
と
同
等
の

数
値
と
な
っ
た
。

　
表
２
に
昨
年
１
年
間
に


頭
以
上
の
血
統
登
録
を
実
施

し
た
会
員
を
示
し
た
。
集
計

で
は
家
族
会
員
な
ど
は
１
つ

に
ま
と
め
て
、
登
録
頭
数
の

多
い
会
員
名
で
表
示
し
た
。

　
最
も
多
か
っ
た
会
員
は

（
有
）品
川
牧
場（
群
馬
県
）

の
４
３
２
頭
で
、
６
年
連
続

の
首
位
獲
得
と
な
っ
た
。

　
２
位
は
野
村
栄
一
さ
ん

（
茨
城
県
）
の
２
８
１
頭
、

３
位
は
（
有
）
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｅ
Ｒ
　
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ（
茨
城
県
）

の
２
６
３
頭
、
４
位
は
小
岩

井
農
場
（
岩
手
県
）
の
２
５

３
頭
、
５
位
は
（
農
）
吉
野

牧
場
（
群
馬
県
）
の
２
３
０

頭
、６
位
は
古
川
牧
場（
株
）

（
群
馬
県
）
の
２
２
９
頭
、

７
位
は
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
牧
場（
株
）

（
愛
知
県
）
の
２
０
５
頭
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。
令
和

６
年
次
は
上
位
７
会
員
が
年

間
２
０
０
頭
以
上
を
登
録
し

た
。

　
以
下
、
山
中
誠
さ
ん
（
岡

山
県
）
、
（
有
）
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー
ム

（
群
馬
県
）
、
（
株
）
み
ん

な
の
牧
場
（
鳥
取
県
）
、

（
株
）
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト
フ
ァ

ー
ム
（
茨
城
県
）
、
雪
割
牧

場
（
有
）
（
福
島
県
）
、

（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

（
福
島
県
）
、
（
有
）
阿
部

牧
場
（
熊
本
県
）
、
（
株
）

赤
羽
根
Ｐ
Ｖ
フ
ァ
ー
ム
（
愛

知
県
）
、
（
株
）
竹
信
牧
場

（
岡
山
県
）
、
（
株
）
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
熊
本
県
）
、

伊
藤

行
さ
ん（
栃
木
県
）、

（
株
）
ブ
ッ
シ
ュ
ク
ロ
ー
バ

ー
ズ
（
鳥
取
県
）
、
（
有
）

ア
グ
リ
フ
ァ
イ
ン
（
岩
手

県
）
、
（
有
）
安
曇
野
牧
場

（
長
野
県
）
、
（
株
）
ユ
リ

ウ
ス
・
フ
ァ
ー
ム（
愛
知
県
）、

中
上
秀
夫
さ
ん（
岩
手
県
）、

（
有
）岡
部
牧
場（
青
森
県
）

の
計

戸
が
昨
年
１
年
間
で

１
０
０
頭
以
上
を
登
録
し

た
。

　
今
回
と
り
ま
と
め
た
年
間


頭
以
上
の
登
録
を
行
っ
た


農
家
の
内
、
約
９
割
の


農
家
が
自
動
登
録
を
実
施
し

て
い
る（
表
中
、＊
を
表
示
）。

　
多
頭
数
飼
養
農
家
で
は
申

込
書
不
要
、
料
金
割
引
、
登

録
洩
れ
の
防
止
、
移
動
料
無

料
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
自
動
登
録
を
今
後
も
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
ず
、
長
年
に
わ
た
り
日

本
ホ
ル
協
で
職
務
を
遂
行
し

て
き
ま
し
た
が
、
無
事
こ
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
昭
和


年
４
月
に
入
会
以
来
約


年
、
全
国
の
酪
農
家
、
Ｊ
Ａ

や
単
協
の
関
係
技
術
者
、
さ

ら
に
は
場
所
の
職
員
、
当
協

会
支
部
・
承
認
団
体
の
方
々

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
現
在
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会

館
は
昭
和

年
に
こ
の
地
に

移
転
し
て
き
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
周
り
に
は
大
き
な
建

物
は
な
く
、
５
階
建
て
の
ビ

ル
の
１
階
か
ら
３
階
ま
で
を

使
用
し
、３
階
の
一
部
と
４
、

５
階
を
他
社
に
貸
し
て
い
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
職
員

数
も
多
く
、
当
時
は

名
も

在
職
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何

せ
す
べ
て
が
手
作
業
の
時
代

で
す
の
で
、
申
込
書
類
の
受

付
か
ら
書
類
調
査
、
登
録
証

明
書
の
作
成
・
発
送
ま
で
多

く
の
人
手
を
か
け
て
い
ま
し

た
。

　
そ
う
で
す
ね
。
当
時
は
自

動
登
録
と
い
う
概
念
も
な

く
、
す
べ
て
が
紙
に
よ
る
申

込
み
で
し
た
。
今
で
は
当
た

り
前
の
両
耳
耳
標
も
な
く
、

個
体
確
認
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

の
特
徴
で
あ
る
斑
紋
に
よ
る

識
別
の
み
。
登
録
の
一
連
の

流
れ
は
、
各
県
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
申
込
書
類
の
大
き
な

封
筒
が
連
日
郵
便
局
か
ら
届

き
、
こ
れ
を
総
務
課
で
受
付

け
、
経
理
課
で
入
金
チ
ェ
ッ

ク
、
ま
た
、
授
精
証
明
書
が

付
さ
れ
た
登
録
申
込
書
１
枚

ご
と
に
父
牛
と
母
牛
の
登
録

カ
ー
ド
を
つ
け
る
作
業
が
あ

り
、
そ
れ
が
一
定
の
束
ご
と

に
仕
分
け
ら
れ
、
こ
れ
を
血

統
課
で
書
類
調
査
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
当
時
で
も


数
名
の
職
員
が
競
う
よ
う
に

調
査
し
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。
（
編
集
部
注


昭
和

年
度
の
都
府
県
血
統

登
録
申
込
件
数
は

万
９
２

２
頭
）

　
血
統
課
か
ら
高
等
課
、
そ

し
て
普
及
広
報
課
に
異
動
し

ま
し
た
が
、
普
及
広
報
課
で

の
主
な
仕
事
は
全
酪
協
会
が

発
行
す
る
全
酪
新
報
の
「
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
牛
の
広
場
」
の

編
集
で
す
。
当
時
は
月
３
回

位
の
発
行
の
度
に
「
広
場
」

の
記
事
を
掲
載
し
、
こ
れ
に

加
え
て
年
４
回
の「
特
集
号
」

が
あ
っ
た
の
で
、
年
間

回

分
の
記
事
を
ま
と
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
前
任
の
千
葉

義
夫
さ
ん（
元
事
務
局
長
）、

栗
田
純
さ
ん（
現
専
務
理
事
）

か
ら
引
き
継
い
だ
仕
事
で
す

が
、
紙
面
を
埋
め
る
た
め
に

は
全
国
の
優
秀
酪
農
家
に
訪

問
し
た
う
え
で
記
事
に
ま
と

め
、
紙
面
に
割
付
け
、
さ
ら

に
印
刷
所
で
の
校
正
、
印
刷

見
届
け
と
い
う
工
程
が
毎
週

繰
り
返
さ
れ
、
気
の
抜
け
な

い
日
々
が
続
い
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
お
か
げ
で
全
国

の
酪
農
家
と
技
術
者
と
の
知

己
を
得
ら
れ
、
将
来
へ
の

「
糧
」
を
得
ら
れ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
入
社
し
て
ま
も
な
く
岩
手

県
雫
石
町
の
小
岩
井
農
場
で

１
か
月
間
の
技
術
研
修
を
受

け
ま
し
た
。
大
学
で
も
乳
牛

と
豚
、
採
卵
鶏
の
実
習
は
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
真

剣
に
受
け
て
い
た
わ
け
で
も

な
く
、
小
岩
井
で
は
大
い
に

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は

繋
ぎ
牛
舎
３
棟
の
み
で
経
産

牛
１
５
０
頭
、
育
成
牛
も
同

数
。
折
し
も
審
査
委
員
に
な

る
前
の
佐
藤
末
太
郎
さ
ん
が

１
年
間
研
修
を
受
け
て
お
ら

れ
、
同
室
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和

年
に
は

農
林
省
岩
手
種
畜
牧
場
（
当

時
）
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
飼
養
の

研
修
を
１
か
月
間
、
さ
ら
に

昭
和

年
に
は
農
林
省
福
島

種
畜
牧
場
（
当
時
）
と
開
拓

農
家
、
西
白
河
酪
農
協
（
当

時
）
で
計
６
か
月
間
の
現
地

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
酪
農
協
で
は
現
場
の

獣
医
師
や
家
畜
人
工
授
精
師

と
と
も
に
管
内
酪
農
家
を
巡

回
し
、
多
種
多
様
な
経
営
形

態
、
飼
養
方
法
、
さ
ら
に
乳

質
の
差
が
あ
る
こ
と
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

　
私
が
知
る
限
り
、
先
輩
審

査
委
員
で
あ
る
小
島
裕
さ
ん

は
小
岩
井
農
場
で
９
か
月

間
、
千
葉
義
夫
さ
ん
は
岩
手

県
・
葛
巻
畜
産
開
発
公
社
で


か
月
間
、
栗
田
純
さ
ん
は

小
岩
井
農
場
で
６
か
月
間
研

修
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
も

栗
田
さ
ん
の
翌
年
に
小
岩
井

農
場
で
６
か
月
間
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
夏

か
ら
晩
秋
に
か
け
て
と
い
う

季
節
に
恵
ま
れ
た
は
ず
で
し

た
が
、
生
憎
と
「
数
十
年
ぶ

り
の
大
冷
害
の
年
」
で
真
夏

に
な
っ
て
も
梅
雨
が
明
け

ず
、
そ
の
結
果
、
近
隣
の
ス

ー
パ
ー
か
ら
コ
メ
が
消
え
う

せ
驚
愕
し
ま
し
た
。
農
場
で

は
住
ま
い
は
提
供
す
る
が
食

事
は
自
炊
せ
よ
と
の
こ
と

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
１
日

４
食
も
作
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
自
宅
か
ら
コ
メ
を
送
っ

て
も
ら
い
凌
い
だ
こ
と
が
生

々
し
い
記
憶
で
す
。
東
南
ア

ジ
ア
、
中
で
も
タ
イ
か
ら
多

く
の
お
米
が
輸
入
さ
れ
た
年

で
す
。

　
平
成
７
年
４
月
に
任
命
を

受
け
ま
し
た
。
新
米
審
査
委

員
な
の
で
日
数
の
短
い
県
が

割
り
振
ら
れ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す
が
、
牛
舎
内
の

牛
の
レ
ベ
ル
は
日
数
の
多
寡

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
個
人

の
技
術
の
話
。
鳥
取
県
の
田

中
さ
ん
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
牧
場
を
訪
問
し
た
際
の
牛

群
の
凄
さ
は
今
も
頭
に
思
い

浮
か
び
ま
す
。

　
日
本
ホ
ル
協
に
入
社
し
て

ま
も
な
く
、
昭
和

年
に
群

馬
県
前
橋
市
で
開
催
さ
れ
た

第
７
回
全
共
で
は
会
場
班
を

担
当
し
、
連
日
シ
ョ
ベ
ル
を

担
い
で
会
場
整
備
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
赤
白
斑
の
登
録

が
認
め
ら
れ
、
「
ハ
イ
ロ
ー

ン
　
サ
イ
テ
ー
シ
ヨ
ン
　
レ

ツ
ド
」が
名
誉
賞
に
選
ば
れ
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
祭

典
が
あ
る
こ
と
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成


年
岡
山
全
共
で
は
ジ
ャ
ー

ジ
ー
部
門
の
副
審
査
委
員

を
、
平
成

年
栃
木
全
共
で

は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
部
門
の
主
任

審
査
委
員
を
担
当
し
ま
し
た

が
、
副
審
査
委
員
の
池
田
泰

男
さ
ん（
現
全
共
対
策
室
長
）

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
北
は
青
森
県
、
南
は
沖
縄

県
ま
で
多
く
の
都
府
県
で
共

進
会
の
審
査
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
語
り
つ
く

せ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
が
、
個
々
の

酪
農
家
の
財
産
を
評
価
・
比

較
・
講
評
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
傍
（
は
た
）
目
と
は
異

な
り
、
本
当
に
心
労
が
絶
え

な
い
仕
事
だ
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
職
務
の
立
場
上
、
前
回
の

北
海
道
全
共
で
は
審
査
業
務

で
は
な
く
、
会
場
班
の
仕
事

を
担
当
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
出
品
牛
を
積
載
し
た
ト

ラ
ッ
ク
の
会
場
受
入
れ
と
出

品
牛
チ
ェ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は

審
査
会
場
に
入
る
前
の
牛
体

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
外
回
り
の
仕

事
ば
か
り
で
、
審
査
会
場
の

雰
囲
気
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ

て
こ
な
い
う
え
に
、
特
に
雪

が
降
り
し
き
る
中
で
の
体
毛

チ
ェ
ッ
ク
は
つ
く
づ
く
大
変

だ
と
実
感
。
シ
ョ
ウ
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
は
多
種
多
様

な
職
務
が
必
要
だ
と
。

　
は
い
、
私
は
中
学
・
高
校

と
野
球
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
大
学
で
は
全
く
で
し
た

が
、
日
本
ホ
ル
協
に
入
社
し

て
間
も
な
く
、
ビ
ル
屋
上
で

の
野
球
の
練
習
に
誘
わ
れ
ま

し
た
。
当
時
、
中
央
畜
産
関

係
８
団
体
で
親
善
野
球
を
実

施
し
て
お
り
、
親
善
と
い
う

名
の
も
と
に
エ
キ
サ
イ
ト
し

た
日
程
が
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
畜
産
振
興
事
業
団
（
当

時
）、地
方
競
馬
全
国
協
会
、

中
央
畜
産
会
、
全
国
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
全
国
酪

農
協
会
、
日
本
食
肉
格
付
協

会
な
ど
が
加
盟
し
て
お
り
、

白
熱
し
た
試
合
が
続
い
た
よ

う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
も
何
度
か
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
、
試
合
終
了
後

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
ビ
ー
ル
を

注
ぎ
一
気
飲
み
し
た
こ
と
が

懐
か
し
く
、
今
で
は
「
ア
ル

ハ
ラ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

懇
親
会
が
続
き
。

　
東
京
の
西
端
、
高
尾
山
の

ふ
も
と
に
住
ん
で
お
り
ま
す

が
、
近
年
は
イ
ノ
シ
シ
や
ハ

ク
ビ
シ
ン
、
ア
ナ
グ
マ
な
ど

が
闊
歩
し
て
お
り
、
こ
の
対

策
を
自
治
会
で
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
地
元
の
消
防

団
は
数
年
前
に
引
退
し
ま
し

た
の
で
、
お
決
ま
り
の
交
通

安
全
協
会
の
仕
事
を
担
当
し

ま
す
。
ま
た
、
御
殿
場
の
セ

ン
ト
ラ
ル
や
近
隣
の
シ
ョ
ウ

に
も
出
か
け
る
予
定
で
す
の

で
、
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
オ
ラ
ン
ダ
運
河
事
件
や
Ｏ

県
リ
ヤ
カ
ー
事
件
、
首
都
圏

Ｊ
Ｒ
乗
車
最
長
不
倒
距
離
な

ど
数
々
の
問
題
を
起
こ
し
た

私
で
す
が
、
何
と
か
職
務
を

全
う
で
き
た
こ
と
に
改
め
て

謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

◇
　
◇
　
◇

　
閑
話
休
題
。
日
本
全
国
に

は
沢
山
の
美
味
し
い
お
酒
が

あ
る
よ
う
で
す
。
銘
柄
に
拘

ら
ず
、
ま
ず
は
ご
一
献
。


